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●
下
院
選
挙
結
果

　

最
初
に
、
下
院
選
挙
の
結
果
を
み
て

み
よ
う
。
国
民
戦
線
の
議
席
占
有
率
は
、

改
選
前
の
九
〇
％
か
ら
六
三
％
に
急
落

し
た
。
こ
の
大
幅
な
議
席
数
の
変
化
の

要
因
と
し
て
、
第
一
に
選
挙
制
度
の
効

果
が
あ
げ
ら
れ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
選

挙
は
、
下
院
選
挙
、
州
議
会
選
挙
と
も

に
小
選
挙
区
制
で
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、

死
票
が
多
く
、
得
票
率
と
議
席
占
有
率

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
い
。
ま
た
、
得
票

率
の
わ
ず
か
な
変
化
が
議
席
数
の
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
す
場
合
が
あ
る
。

二
〇
〇
四
年
の
前
回
選
挙
で
国
民
戦
線

は
、
得
票
率
六
三・
八
％
で
九
割
の
議

席
を
獲
得
し
た
。
今
回
の
得
票
率
は

五
一・
五
〇
％
で
、
前
回
選
挙
か
ら
一
二
ポ
イ
ン
ト
強
の
低
下
に
留
ま
っ
て
い

る
（
表
１
）。
た
だ
し
、
マ
レ
ー
半
島
部
に
お
け
る
与
野
党
の
得
票
率
を
比
較

す
る
と
、国
民
戦
線
は
四
九・七
九
％
と
半
数
を
割
り
込
ん
だ
。一
方
、汎
マ
レ
ー

シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
党
（
Ｐ
Ａ
Ｓ
）、
人
民
正
義
党
（
Ｐ
Ｋ
Ｒ
）、
民
主
行
動
党

（
Ｄ
Ａ
Ｐ
）
の
主
要
三
野
党
の
合
計
得
票
率
は
四
九・八
二
％
と
な
り
、
わ
ず
か

だ
が
国
民
戦
線
を
上
回
っ
た
。

　

得
票
率
と
議
席
占
有
率
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
主
要
因
は
、
ボ
ル
ネ
オ
島
の
サ
バ
州
、

サ
ラ
ワ
ク
州
の
過
大
代
表
で
あ
る
。
両
州
に
は
、
人
口
に
対
し
て
マ
レ
ー
半
島

部
各
州
よ
り
相
対
的
に
多
く
の
議
席
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
国
民
戦
線
は
、

こ
の
二
州
で
今
回
も
完
勝
し
て
お
り
、
両
州
の
過
大
代
表
と
い
う
状
況
に
救
わ

れ
た
格
好
だ
。

　

国
民
戦
線
加
盟
政
党
の
成
績
を
み
る
と
、
ノ
ン
・
マ
レ
ー
与
党
の
退
潮
が
目

立
つ
。
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
協
会
（
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
の
獲
得
議
席
数
は
、
前
回
の
三
一

か
ら
一
五
へ
半
減
し
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
人
民
運
動
党
（
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
）
と

マ
レ
ー
シ
ア
・
イ
ン
ド
人
会
議
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
議
席
と
三
議
席

し
か
獲
得
で
き
な
い
と
い
う
壊
滅
的
な
敗
北
を
喫
し
た
。
Ｍ
Ｉ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、

長
ら
く
公
共
事
業
大
臣
を
務
め
て
き
た
サ
ミ
ー
・
ヴ
ェ
ル
総
裁
と
、
女
性
・
家

―
 

華
人
・
イ
ン
ド
人
に
見
限
ら
れ
た
与
党
連
合
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分
析
リ
ポ
ー
ト

中
村
正
志

　

三
月
八
日
に
行
わ
れ
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
総
選
挙
で
、
独
立
以
来
政
権
を
担
っ
て
き
た
与
党
連
合
・
国
民
戦
線
が
歴
史
的
敗
北
を
喫
し
た
。
連
邦
議
会
下
院
選
挙
で
は
、
国
民
戦
線
の
獲
得

議
席
が
定
数
の
三
分
の
二
を
割
り
込
ん
だ
。
全
一
三
州
の
う
ち
サ
ラ
ワ
ク
州
を
除
く
一
二
州
で
行
わ
れ
た
州
議
会
選
挙
で
は
、
五
州
の
政
権
が
野
党
の
手
に
渡
っ
た
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
投

票
結
果
を
分
析
し
、
投
票
行
動
の
ど
の
よ
う
な
変
化
が
国
民
戦
線
の
退
潮
を
招
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
投
票
行
動
の
変
化
の
背
景
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

表１　2008年マレーシア連邦議会下院選挙　政党別獲得議席数・得票率
（2008年3月8日投票　定数222　投票率1）76.0％・かっこ内は無投票獲得議席数）

2008年選挙 2004年選挙
候補者数 獲得議席数 得票率（％）候補者数 獲得議席数 得票率（％）

国民戦線 222 140 51.50 219 198 63.81 
　統一マレー人国民組織（UMNO） 117 79（2） 29.99 117 109（9） 35.61 
　マレーシア華人協会（MCA） 40 15 10.90 40 31 15.40 
　マレーシア・インド人会議（MIC） 9 3 2.07 9 9 3.16 
　マレーシア人民運動党（GERAKAN） 12 2 2.29 12 10 3.77 
　人民進歩党（PPP） 1 0 0.21 1 1 0.29 
　サバ統一党（PBS） 4 3（1） 0.56 4 4（1） 0.38 
　パソモモグン他統一組織2）（UPKO） 4 4 0.74 4 4 0.78 
　サバ進歩党（SAPP） 2 2 0.39 2 2（1） 0.23 
　サバ人民統一党（PBRS） 1 1（1） 0.00 1 1 0.09 
　自由民主党（LDP） 1 1 0.10 1 0 0.12 
　サラワク統一ブミプトラ党（ＰBB） 14 14（3） 1.65 11 11（5） 1.15 
　サラワク統一人民党（SUPP） 7 6 1.50 7 6（1） 1.45 
　サラワク人民党（PRS） 6 6（2） 0.42 ― ― ―
　サラワク進歩民主党（SPDP） 4 4 0.66 4 4 0.72 
　サラワク・ダヤク党（PBDS） ― ― ― 6 6 0.66 
野党・無所属 258 82 48.50 227 21 36.19 
　全マレーシア・イスラーム党（PAS） 67 23 14.61 84 7 15.25 
　人民正義党（PKR） 96 31 18.75 59 1 8.88 
　民主行動党（DAP） 47 28 13.95 44 12 9.93 
　サラワク国民党（SNAP） 4 0 0.11 7 0 0.41 
　その他野党 4 0 0.25 4 0 0.14 
　無所属 40 0 0.82 29 1 1.58 
合　　計 480 222（9）100.00 446 219 （17） 100.00 

（出所）�Election Commission Malaysia, Report of the General Election Malaysia 2004, 
Kuala Lumpur: Percetakan Nasional Malaysia Berhad, 2006; New Straits Times, 
March 10, 2008; マレーシア選挙委員会ウェブサイト（http://www.spr.gov.my/）
などをもとに作成。

（注）	 1）　投票率＝（有効投票＋無効票＋回収されなかった投票用紙）／有権者数。
	 2）　正式名称はパソモモグン・カダザンドゥスン・ムルット統一組織。
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族
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
省
副
大
臣
だ
っ
た
パ
ラ
ニ
ヴ
ェ
ル
副
総
裁
の
双
方
が

落
選
し
て
い
る
。

　

ア
ブ
ド
ゥ
ラ
・
ア
フ
マ
ド
・
バ
ダ
ウ
ィ
首
相
率
い
る
統
一
マ
レ
ー
人
国
民
組

織
（
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
）
も
ま
た
苦
戦
し
、
当
選
率
は
六
七・
五
％
に
留
ま
っ
た
。
こ

れ
は
、
過
去
最
低
だ
っ
た
一
九
九
九
年
選
挙
の
数
値
（
六
九・
二
％
）
を
も
下

回
る
。
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
所
属
閣
僚
で
は
、
シ
ャ
リ
ザ
・
ジ
ャ
リ
ル
女
性
・
家
族
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
相
と
ザ
イ
ヌ
デ
ィ
ン
・
マ
イ
デ
ィ
ン
情
報
相
が
落
選
し
た
。

　

ノ
ン
・
マ
レ
ー
政
党
が
惨
敗
し
た
結
果
、
国
民
戦
線
所
属
議
員
の
民
族
構
成

は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
選
挙
後
の
時
点
で
は
、
国
民
戦
線
所
属
下

院
議
員
の
う
ち
華
人
議
員
（
サ
バ
・
サ
ラ
ワ
ク
を
含
む
）
の
比
率
は

二
〇・七
％
、
イ
ン
ド
人
議
員
の
比
率
は
四・五
％
で
あ
っ
た
。
華
人
人
口
の
比

率
は
総
人
口
の
二
六・〇
％
、
イ
ン
ド
人
人
口
の
比
率
は
七・七
％
（
二
〇
〇
〇

年
セ
ン
サ
ス
）
で
あ
り
、
と
く
に
イ
ン
ド
人
の
過
小
代
表
が
目
立
つ
が
、
国
民

戦
線
所
属
下
院
議
員
の
構
成
と
人
口
構
成
に
は
極
端
な
乖
離
は
な
か
っ
た
。
と

こ
ろ
が
今
回
の
選
挙
の
結
果
、
国
民
戦
線
に
お
け
る
華
人
議
員
の
比
率
は

一
七・
一
％
、
イ
ン
ド
人
議
員
の

比
率
は
一・
四
％
に
ま
で
落
ち
込

ん
だ
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
国

民
戦
線
が
す
べ
て
の
民
族
の
利
益

を
代
表
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た

い
状
況
で
あ
る
。

　

野
党
に
目
を
移
す
と
、
マ
レ
ー

人
政
党
の
Ｐ
Ａ
Ｓ
は
獲
得
議
席
数

が
二
三
、
議
席
占
有
率

一
〇・
四
％
と
な
り
、
過
去
最
高

だ
っ
た
一
九
九
九
年
選
挙
（
議
席

数
二
七
、
占
有
率
一
四・
〇
％
）

に
次
ぐ
成
績
を
収
め
た
。

一
九
九
五
年
選
挙
以
降
低
調
だ
っ

た
ノ
ン
・
マ
レ
ー
政
党
Ｄ
Ａ
Ｐ
も

盛
り
返
し
、
二
八
議
席
を
獲
得
し

た
（
占
有
率
一
二・六
％
）。
一
九
九
〇
年
代
の
高
度
成
長
期
に
失
っ
た
華
人
有

権
者
の
支
持
を
取
り
戻
し
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
勢
力
を
回
復
し
た
か
た
ち

と
な
っ
た
（
八
六
年
選
挙
と
九
〇
年
選
挙
の
占
有
率
は
そ
れ
ぞ
れ
一
三・
六
％
、

一
一・一
％
）。
こ
の
二
党
以
上
に
良
好
な
成
績
を
収
め
た
の
が
Ｐ
Ｋ
Ｒ
で
あ
る
。

同
党
は
、
改
選
前
は
一
議
席
を
保
持
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
今
回
三
一
議

席
を
獲
得
し
て
野
党
第
一
党
に
躍
り
出
た
。
野
党
各
党
に
と
っ
て
、
国
民
戦
線

の
議
席
占
有
率
を
定
数
の
三
分
の
二
未
満
に
抑
え
込
む
こ
と
が
長
年
の
目
標
で

あ
っ
た
。
今
回
の
選
挙
で
は
、
Ｐ
Ｋ
Ｒ
の
躍
進
に
よ
っ
て
そ
れ
が
実
現
し
た
。

●
Ｐ
Ｋ
Ｒ
の「
実
質
的
指
導
者
」と
党
の
性
格
の
変
容

　
Ｐ
Ｋ
Ｒ
は
、二
〇
〇
三
年
に
国
民
正
義
党
と
マ
レ
ー
シ
ア
人
民
党
（
Ｐ
Ｒ
Ｍ
）

が
合
併
し
て
成
立
し
た
政
党
で
あ
る
（
た
だ
し
、
Ｐ
Ｒ
Ｍ
の
一
部
党
員
は
合
併

に
反
対
し
Ｐ
Ｒ
Ｍ
を
存
続
さ
せ
た
）。
国
民
正
義
党
は
、
一
九
九
八
年
に
解
任・

逮
捕
さ
れ
た
ア
ン
ワ
ー
ル
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
元
副
首
相
の
支
持
者
ら
に
よ
っ
て
翌

九
九
年
に
設
立
さ
れ
た
政
党
で
、
党
首
は
ア
ン
ワ
ー
ル
の
妻
ワ
ン
・
ア
ジ
ザ
・

ワ
ン
・
イ
ス
マ
イ
ル
で
あ
っ
た
。
Ｐ
Ｋ
Ｒ
成
立
後
も
引
き
続
き
ワ
ン
・
ア
ジ
ザ

が
党
首
を
務
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
在
Ｐ
Ｋ
Ｒ
の
実
質
的
指
導
者
は
党
顧
問
を
務
め
る
ア
ン
ワ
ー
ル

元
副
首
相
で
あ
る
。
ア
ン
ワ
ー
ル
は
、
同
性
愛
容
疑
（
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
刑
法

違
反
と
な
る
）
で
無
罪
判
決
を
う
け
二
〇
〇
四
年
九
月
に
釈
放
さ
れ
た
。
職
権

濫
用
容
疑
で
は
有
罪
が
確
定
し
て
い
た
が
、
同
性
愛
容
疑
で
の
拘
留
中
に
刑
期

を
終
え
て
い
た
。
釈
放
後
ア
ン
ワ
ー
ル
は
Ｐ
Ｋ
Ｒ
の
顧
問
に
就
任
し
、

二
〇
〇
七
年
五
月
の
党
首
選
挙
に
出
馬
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
政
党
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

認
可
を
司
る
団
体
登
録
局
は
、
職
権
濫
用
罪
の
刑
期
満
了
か
ら
五
年
を
経
て
い

な
い
こ
と
を
理
由
に
ア
ン
ワ
ー
ル
の
党
首
就
任
を
禁
じ
た
。
党
首
選
挙
当
日
、

ア
ン
ワ
ー
ル
は
団
体
登
録
局
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
べ
く
立
候
補
を
取
り
下

げ
、
党
員
に
対
し
て
ワ
ン
・
ア
ジ
ザ
を
支
持
す
る
よ
う
訴
え
た
。
そ
の
際
、
正

式
な
党
首
は
ワ
ン
・
ア
ジ
ザ
が
務
め
る
が
、
実
際
は
自
分
が
党
を
指
導
す
る
と

宣
言
し
た
。
こ
の
ア
ン
ワ
ー
ル
発
言
は
喝
采
を
浴
び
、
ワ
ン
・
ア
ジ
ザ
が
無
投

票
で
党
首
に
再
選
さ
れ
、
ア
ン
ワ
ー
ル
は
実
質
的
指
導
者
の
立
場
を
得
た
。
こ

う
し
て
今
回
の
総
選
挙
は
、
ア
ン
ワ
ー
ル
元
副
首
相
が
野
党
指
導
者
と
し
て
臨

表３　州議会選挙結果（マレー半島部のみ。かっこ内は候補者数）
表3-1　国民戦線加盟４党

州（定数） 国民戦線合計 UMNO MCA MIC Gerakan
議 席 得票率 議 席 得票率 議 席 得票率 議 席 得票率 議 席 得票率

プルリス州 （15） 14（15）61.50 12（13）54.02 2 （2） 7.48 0 （0） 0.00 0 （0） 0.00 
クダ州１） （36） 14（36）47.42 12（28）38.24 1 （4） 4.16 0 （2） 1.82 1 （2） 2.70 
クランタン州 （45） 6（44）43.62 6（43）42.33 0 （1） 1.28 0 （0） 0.00 0 （0） 0.00 
トレンガヌ州 （32） 24（32）55.03 23（31）53.23 1 （1） 1.79 0 （0） 0.00 0 （0） 0.00 
ペナン州 （40） 11（40）40.96 11（15）17.30 0（11）10.27 0 （2） 1.30 0（12）12.09 
ペラ州2） （59） 28（59）47.35 27（34）28.88 1（16）11.65 0 （4） 2.87 0 （4） 3.27 
パハン州 （42） 38（42）57.38 29（31）43.07 7 （8）11.04 1 （1） 0.73 1 （2） 2.54 
スランゴール州 （56） 20（56）43.83 18（35）30.60 2（15） 9.62 0 （3） 1.88 0 （3） 1.72 
ﾇｸﾞﾘ･ｽﾝﾋﾞﾗﾝ州 （36） 21（36）53.31 19（22）37.55 1（10）11.48 1 （2） 2.30 0 （2） 1.98 
マラッカ州 （28） 23（28）56.89 18（18）35.77 4 （8）16.03 1 （1） 2.07 0 （1） 3.03 
ジョホール州 （56） 49（56）63.06 32（34）37.86 13（16）18.68 4 （4） 4.46 1 （2） 2.07 
半島部合計 （445） 248（444） 50.39 207（304） 35.62 32（92） 9.93 7（19） 2.06 3（28） 2.69 

表２　PKRの獲得議席数、候補者数の変遷
（マレー半島部のみ。かっこ内は候補者数）

1999年選挙 2004年選挙 2008年選挙
下院 州議会 下院 州議会＊ 下院 州議会

マレー人 5 （37） 4 （63） 1 （34） 0 （69） 20 （47） 20 （84）
華　　人 0 （3） 0 （2） 0 （8） 0 （24） 7 （11） 15 （24）
インド人 0 （3） 0 （3） 0 （6） 0 （8） 4 （5） 4 （12）

計 5 （43） 4 （68） 1 （48） 0 （102） 31 （63） 39 （120）
（出所）表１および図１記載の資料にもとづき作成。
（注）＊ �2004年選挙の州議会議員候補１名については民族的

属性がわからなかった。

表3-2　人民連盟加盟３党

州（定数） 人民連盟合計 PAS PKR DAP
議 席 得票率 議 席 得票率 議 席 得票率 議 席 得票率

プルリス州 （15） 1（15）36.83 1（12）31.24 0 （3） 5.59 0 （0） 0.00 
クダ州1） （36） 21（36）50.42 16（24）36.78 4（10）12.54 1 （2） 1.10 
クランタン州 （45） 39（45）56.36 38（40）52.50 1 （5） 3.86 0 （0） 0.00 
トレンガヌ州 （32） 8（32）44.97 8（27）39.66 0 （5） 5.31 0 （0） 0.00 
ペナン州 （40） 29（40）58.90 1 （5） 6.23 9（16）20.42 19（19）32.25 
ペラ州2） （59） 31（59）52.46 6（21）16.04 7（20）14.08 18（18）22.34 
パハン州 （42） 4（42）40.74 2（22）21.72 0（13）11.21 2 （7） 7.82 
スランゴール州 （56） 36（55）55.98 8（20）18.63 14（19）18.46 14（16）18.89 
ﾇｸﾞﾘ･ｽﾝﾋﾞﾗﾝ州 （36） 15（36）46.68 1（13）12.68 4（12）13.00 10（11）20.95 
マラッカ州 （28） 5（28）43.11 0（13）14.10 0 （7） 7.06 5 （8）21.95 
ジョホール州 （56） 6（56）35.77 2（33）17.21 0（10） 5.94 4（12）12.63 
半島部合計 （445） 195（444） 48.97 83（230） 23.42 39（120） 11.77 73（93）13.78 

（出所）�The Star Online （http://thestar.com.my/election/results/results.html）; 
New Straits Times, March 10, 2008; マレーシア選挙委員会ウェブサイト

（http://www.spr.gov.my/）などをもとに作成。
（注）	 1） クダ州議会選挙では無所属候補が１議席獲得。
	 2） ペラ州議会選挙の「国民戦線合計」は，人民進歩党（PPP）候補１名を含む。
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ん
だ
最
初
の
選
挙
と
な
っ
た
。

　

国
民
正
義
党
は
、
発
足
当
初
か
ら
特

定
民
族
の
利
益
に
こ
だ
わ
ら
な
い
（
ノ

ン
・
コ
ミ
ュ
ナ
ル
）
政
党
を
標
榜
し
て

い
た
が
、
実
質
的
に
は
マ
レ
ー
人
政
党

の
色
彩
が
濃
か
っ
た
。
一
九
九
九
年
総

選
挙
に
お
け
る
同
党
の
候
補
は
、
下
院

選
挙
で
は
九
割
弱
、
州
議
会
選
挙
で
は

九
割
超
に
達
し
て
い
た
（
マ
レ
ー
半
島

部
の
み
を
対
象
と
し
た
比
率
。
サ
ラ
ワ

ク
州
の
候
補
を
含
め
る
と
、
ブ
ミ
プ
ト

ラ
の
比
率
は
さ
ら
に
高
く
な
る
）。
し

か
し
二
〇
〇
四
年
選
挙
で
は
華
人
候
補

と
イ
ン
ド
人
候
補
が
増
え
、
下
院
選
挙
、

州
議
会
選
挙
と
も
に
ノ
ン
・
マ
レ
ー
候

補
が
三
割
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た

（
表
２
）。
今
回
の
選
挙
で
は
、
下
院
選

挙
で
ノ
ン
・
マ
レ
ー
候
補
が
占
め
る
割

合
は
少
し
下
が
っ
て
二
五
％
強
、
州
議

会
選
挙
で
は
前
回
同
様
に
三
割
と
な
っ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
今
回
の
選
挙
は
、

こ
れ
ま
で
と
は
結
果
が
大
き
く
異
な
る
。

過
去
二
回
の
選
挙
で
は
、
当
選
を
果
た

し
た
ノ
ン
・
マ
レ
ー
候
補
は
い
な
か
っ

た
。
し
か
し
今
回
、Ｐ
Ｋ
Ｒ
で
は
ノ
ン・

マ
レ
ー
候
補
が
と
り
わ
け
高
い
当
選
率

を
達
成
し
、
下
院
で
は
同
党
の
当
選
者

の
う
ち
三
分
の
一
、
州
議
会
で
は
当
選
者
の
半
数
が
ノ
ン
・
マ
レ
ー
と
な
っ
た
。

所
属
議
員
の
民
族
構
成
を
み
る
か
ぎ
り
、
今
回
の
選
挙
に
よ
っ
て
Ｐ
Ｋ
Ｒ
は
実

際
に
ノ
ン
・
コ
ミ
ュ
ナ
ル
政
党
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
政
党
の
登

場
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
政
党
政
治
史
上
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

●
州
議
会
選
挙
結
果

　

続
い
て
州
議
会
選
挙
の
結
果
を
み
て
み
よ
う
。
国
民
戦
線
の
ノ
ン
・
マ
レ
ー

政
党
は
、
下
院
選
挙
よ
り
も
さ
ら
に
深
刻
な
敗
北
を
喫
し
て
い
る
（
表
３
）。

Ｍ
Ｃ
Ａ
は
計
三
二
議
席
を
獲
得
し
た
が
、
う
ち
二
〇
議
席
は
マ
レ
ー
人
有
権
者

の
比
率
が
比
較
的
高
い
パ
ハ
ン
州
と
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
で
得
て
お
り
、
他
の
州
で

は
惨
敗
し
た
。
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
候
補
は
二
八
人
中
三
人
し
か
勝
て
ず
、
Ｍ
Ｉ

Ｃ
も
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
の
他
で
は
不
振
を
極
め
た
。

　

国
民
戦
線
は
、
今
回
も
ク
ラ
ン
タ
ン
州
政
権
の
奪
還
に
失
敗
し
た
の
に
加
え
、

マ
レ
ー
半
島
西
岸
に
位
置
す
る
ク
ダ
州
、
ペ
ナ
ン
州
、
ペ
ラ
州
、
ス
ラ
ン
ゴ
ー

ル
州
で
も
過
半
数
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
州
で
は
、
Ｐ
Ａ
Ｓ
、
Ｐ

Ｋ
Ｒ
、
Ｄ
Ａ
Ｐ
の
三
党
が
連
立
政
権
を
打
ち
立
て
た
。
今
回
の
選
挙
に
あ
た
り

三
党
は
共
闘
体
制
を
組
ん
で
お
り
、
選
挙
後
は
政
党
連
合
・
人
民
連
盟
（Pak-

atan Rakyat

）
を
旗
揚
げ
し
連
携
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ク
ラ
ン
タ
ン
州
で
は
引
き
続
き
Ｐ
Ａ
Ｓ
の
ニ
ッ
ク
・
ア
ジ
ズ
が
州
首
相
を
務

め
る
。
Ｐ
Ａ
Ｓ
は
ク
ダ
州
で
も
一
六
議
席
を
獲
得
し
て
第
一
党
と
な
り
、
同
党

所
属
の
ア
ジ
ザ
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
ザ
ク
が
州
首
相
に
就
任
し
た
。
ペ
ナ
ン

州
で
は
Ｄ
Ａ
Ｐ
が
半
数
近
く
の
議
席
を
獲
得
し
、
同
党
の
リ
ム
・
ガ
ン
エ
ン
書

記
長
が
州
首
相
に
就
任
し
た
。
ペ
ラ
州
で
は
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
が
引
き
続
き
第
一
党
と

な
っ
た
が
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
惨
敗
に
よ
っ
て
政
権
交
代
が
実
現
し
た
。
Ｐ
Ａ
Ｓ
、
Ｐ

Ｋ
Ｒ
、
Ｄ
Ａ
Ｐ
の
う
ち
も
っ
と
も
多
く
の
議
席
を
獲
得
し
た
の
は
、
華
人
が
主

体
の
Ｄ
Ａ
Ｐ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ス
ル
タ
ン
を
擁
す
る
州
に
お
い
て
は
、
州
首

相
は
マ
レ
ー
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
州
憲
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

Ｄ
Ａ
Ｐ
か
ら
州
首
相
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
三
党
間
の
協
議
の
結
果
、
Ｐ

Ａ
Ｓ
の
モ
ハ
マ
ド
・
ニ
ザ
ー
ル
・
ジ
ャ
マ
ル
デ
ィ
ン
が
州
首
相
に
就
任
し
た
。

ス
ラ
ン
ゴ
ー
ル
州
で
は
Ｐ
Ｋ
Ｒ
が
Ｄ
Ａ
Ｐ
と
並
び
一
四
議
席
を
獲
得
し
、
Ｐ
Ｋ

Ｒ
の
カ
リ
ド
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
が
州
首
相
に
な
っ
た
。
た
だ
し
ペ
ラ
州
同
様
、
議

会
第
一
党
は
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
で
あ
る
。

●
ノ
ン・マ
レ
ー
有
権
者
の
与
党
離
れ

　

以
上
の
選
挙
結
果
を
み
れ
ば
容
易
に
推
測
で
き
る
よ
う
に
、
今
回
の
国
民
戦

図１　下院選挙の国民戦線候補得票率（y）と選挙区のマレー人有権者比率（x）の関係の変化
� （1999年～2008年。マレー半島部のみ）

1） 2）

（出所）�表１記載の資料および，Election Commission Malaysia, Report of the General Election Malaysia 1999, Kuala Lumpur: Percetakan 
Nasional Malaysia, 2002; New Straits Times, Dec. 1, 1999; March 24, 2004などをもとに作成。

（注）	 1） 1999年選挙はMCA，MIC，Gerakanの候補。2004年選挙，2008年選挙はPPP候補を含む。
	 2） �UMNO候補のみ，2008年選挙の回帰式における，マレー人有権者比率（x）の回帰係数は10％有意水準を満たさない。その他の回帰

係数はすべて１％水準で統計的に有意。
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一
九
九
九
年
選
挙
よ
り
二
〇
〇
四
年
選
挙
で
高
い
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
支
持
率
を
示
し
た

こ
と
を
意
味
す
る
。
次
い
で
二
〇
〇
四
年
選
挙
と
今
回
の
選
挙
を
比
べ
る
と
、

マ
レ
ー
人
有
権
者
比
率
が
一
〇
〇
％
の
ポ
イ
ン
ト
に
お
け
る
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
候
補
の

得
票
率
は
ほ
ぼ
同
一
だ
が
、
傾
き
が
緩
く
な
り
ほ
ぼ
平
坦
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
候
補
が
出
馬
し
た
選
挙
区
で
は
、
マ
レ
ー
人
有
権
者
の
Ｕ
Ｍ

Ｎ
Ｏ
支
持
率
は
さ
ほ
ど
下
が
っ
て
い
な
い
が
、
ノ
ン
・
マ
レ
ー
有
権
者
の
そ
れ

は
大
幅
に
下
が
り
、
そ
の
結
果
ノ
ン
・
マ
レ
ー
有
権
者
の
比
率
が
高
ま
る
ほ
ど

Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
候
補
の
得
票
率
が
高
く
な
る
と
い
う
傾
向
が
消
失
し
た
こ
と
を
意
味

す
る
。
今
回
の
選
挙
で
は
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
候
補
得
票
率
と
マ
レ
ー
人
有
権
者
比
率

の
間
に
統
計
的
に
有
意
な
相
関
は
み
ら
れ
な
い
。
ノ
ン
・
マ
レ
ー
有
権
者
の
与

党
離
れ
は
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
の
成
績
不
振
の
要
因
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｐ
Ａ
Ｓ

候
補
と
Ｐ
Ｋ
Ｒ
（
国
民
正
義
党
）
候
補
が
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
候
補
を
破
っ
て
獲
得
し
た

議
席
の
変
遷
を
み
る
と
（
表
４
）、
今
回
の
選
挙
で
両
党
は
、
過
去
に
は
わ
ず

か
な
議
席
し
か
と
れ
な
か
っ
た
ス
ラ
ン
ゴ
ー
ル
州
や
ペ
ラ
州
で
議
席
を
伸
ば
し

て
い
る
。
ノ
ン
・
マ
レ
ー
人
口
が
相
対
的
に
多
い
こ
れ
ら
の
州
で
は
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ

Ｏ
候
補
が
出
馬
す
る
選
挙
区
で
も
ノ
ン
・
マ
レ
ー
有
権
者
の
比
率
が
比
較
的
高

い
。
両
州
で
の
Ｐ
Ａ
Ｓ
と
Ｐ
Ｋ
Ｒ
の
躍
進
に
、
ノ
ン
・
マ
レ
ー
有
権
者
の
支
持

が
寄
与
し
た
の
は
確
実
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
国
民
戦
線
が
民
族
混
合
選
挙
区
で
優
位
な
立
場
に
あ
っ
た
の
は
、

マ
レ
ー
人
は
ノ
ン
・
マ
レ
ー
利
益
の
強
力
な
代
弁
者
で
あ
る
Ｄ
Ａ
Ｐ
を
支
持
せ

ず
、
華
人
・
イ
ン
ド
人
は
急
進
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
政
策
を
志
向
す
る
Ｐ
Ａ
Ｓ
を

支
持
し
な
い
と
い
う
傾
向
が
強
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
今
回
の
選
挙
で
は
、
こ

の
点
で
マ
レ
ー
人
の
投
票
行
動
に
は
変
化
は
み
ら
れ
な
い
が
、
華
人
・
イ
ン
ド

人
の
な
か
で
は
、Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
と
Ｐ
Ａ
Ｓ
、Ｐ
Ｋ
Ｒ
の
宗
教
政
策
の
差
異
よ
り
「
与

党
候
補
か
否
か
」
を
基
準
に
投
票
す
る
有
権
者
が
急
増
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
（
た
だ
し
、
二
〇
〇
四
年
選
挙
以
後
、
Ｐ
Ａ
Ｓ
の
宗
教
政
策
は
穏
健
化
し
て

い
る
。
参
考
文
献
②
参
照
）。

●「
下
院
は
野
党
へ
、州
で
は
与
党
へ
」が
消
え
る

　

ノ
ン
・
マ
レ
ー
有
権
者
の
投
票
行
動
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
変
化
が
生
じ
て

い
る
。
下
院
選
挙
で
は
野
党
支
持
、
州
議
会
選
挙
で
は
与
党
支
持
と
い
う
投
票

線
の
歴
史
的
敗
北
は
、
華
人
、
イ
ン
ド
人
有
権
者
の
与
党
離
れ
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
の
こ
と
は
、
マ
レ
ー
半
島
部
に
お
け
る
国
民
戦
線
候

補
の
得
票
率
と
選
挙
区
の
民
族
構
成
と
の
関
係
を
み
る
と
よ
り
明
白
に
な

る
（
図
１
）。

　

過
去
三
回
の
下
院
選
挙
に
つ
い
て
、
国
民
戦
線
の
全
候
補
の
得
票
率
と

選
挙
区
の
マ
レ
ー
人
有
権
者
比
率
と
の
関
係
を
表
す
回
帰
曲
線
を
み
る
と
、

一
九
九
九
年
選
挙
と
二
〇
〇
四
年
選
挙
に
つ
い
て
は
マ
レ
ー
人
有
権
者
比

率
が
五
〇
％
台
の
ポ
イ
ン
ト
を
頂
点
と
す
る
逆
Ｕ
字
型
に
な
っ
て
い
る
。

国
民
戦
線
は
、
マ
レ
ー
人
有
権
者
ば
か
り
の
選
挙
区
や
華
人
・
イ
ン
ド
人

有
権
者
ば
か
り
の
選
挙
区
よ
り
、
民
族
混
合
選
挙
区
で
相
対
的
に
高
い
得

票
率
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
一
九
五
九
年
の
第

一
回
総
選
挙
か
ら
続
い
て
い
た
（
参
考
文
献
①
）。
と
こ
ろ
が
今
回
の
選

挙
結
果
を
表
す
曲
線
は
、
ほ
ぼ
右
肩
上
が
り
の
軌
道
を
描
い
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
の
意
味
は
、
ノ
ン
・
マ
レ
ー
与
党
候
補
の
得
票
率
と
Ｕ
Ｍ
Ｎ

Ｏ
候
補
の
得
票
率
を
分
け
た
う
え
で
三
回
の
選
挙
の
間
の
傾
向
の
変
化
を

み
る
と
よ
く
わ
か
る
。
ま
ず
ノ
ン
・
マ
レ
ー
与
党
候
補
の
得
票
率
に
つ
い

て
み
る
と
、
一
九
九
九
年
選
挙
と
二
〇
〇
四
年
選
挙
で
は
回
帰
線
の
切
片

は
ほ
ぼ
同
一
で
傾
き
が
変
化
し
た（
二
〇
〇
四
年
の
方
が
急
峻
）。
こ
れ
は
、

こ
の
二
回
の
選
挙
の
間
で
ノ
ン
・
マ
レ
ー
有
権
者
の
与
党
支
持
率
は
大
き

く
変
化
し
て
お
ら
ず
、
一
方
マ
レ
ー
人
有
権
者
の
与
党
支
持
率
は
上
昇
し

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
次
に
二
〇
〇
四
年
選
挙
と
今
回
の
選
挙
を
比
べ

る
と
、
傾
き
は
ほ
ぼ
同
一
だ
が
切
片
が
大
き
く
下
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

ノ
ン
・
マ
レ
ー
与
党
候
補
が
出
馬
し
た
選
挙
区
に
お
い
て
（
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
対
立
候
補
は
Ｄ
Ａ
Ｐ
候
補
か
Ｐ
Ｋ
Ｒ
の
ノ
ン
・
マ
レ
ー
候
補
）、

今
回
も
マ
レ
ー
人
有
権
者
は
前
回
同
様
に
与
党
候
補
を
支
持
し
た
が
、
華

人
、
イ
ン
ド
人
有
権
者
の
与
党
支
持
率
が
大
幅
に
下
が
っ
た
こ
と
を
示
す
。

　

同
様
に
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
候
補
の
得
票
率
と
マ
レ
ー
人
有
権
者
比
率
の
関
係

を
み
る
と
、
一
九
九
九
年
選
挙
の
回
帰
線
と
二
〇
〇
四
年
選
挙
の
そ
れ
を

比
べ
れ
ば
、
傾
き
は
ほ
ぼ
同
一
で
切
片
が
異
な
る
（
一
九
九
九
年
選
挙
の

切
片
が
低
い
）。
こ
れ
は
、
二
回
の
選
挙
に
お
け
る
ノ
ン
・
マ
レ
ー
有
権

者
の
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
支
持
率
は
ほ
ぼ
同
一
で
、
マ
レ
ー
人
有
権
者
に
つ
い
て
は

表４　PAS候補、PKR・国民正義党候補がUMNO候補を破って獲得した議席の数（マレー半島部のみ1））
1999年選挙 2004年選挙 2008年選挙

PAS3） 国民正義党 PAS4） PKR PAS5） PKR6）

下院 州議会 下院 州議会 下院 州議会 下院 州議会 下院 州議会 下院 州議会
プルリス州 0 3 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0
クダ州 8 12 0 0 1 5 0 0 6 16 4 0
クランタン州 10 40 3 0 6 24 0 0 9 37 3 1
トレンガヌ州 7 27 1 0 0 4 0 0 1 8 0 0
ペナン州 0 1 1 1 0 1 1 0 0 1 3 3
ペラ州 2 3 0 1 0 0 0 0 2 5 1 2
パハン州 0 6 0 1 0 0 0 0 0 2 1 0
スランゴール州 0 3 0 1 0 0 0 0 3 8 3 9
連邦領2） 0 ― 0 ― 0 ― 0 ― 1 ― 1 ―
ヌグリ･スンビラン州 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2
マラッカ州 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ジョホール州 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0
合計 27 95 5 4 7 35 1 0 22 81 16 17

（出所）�Election Commission Malaysia, Report of the General Election Malay-
sia 1999, Kuala Lumpur: Percetakan Nasional Malaysia Berhad, 2002; 
Election Commission Malaysia, Report of the General Election Malaysia 
2004, Kuala Lumpur: Percetakan Nasional Malaysia Berhad, 2006; New 
Straits Times，Dec 1, 1999; March 23, 2004; March 10, 2008; マレー
シア選挙委員会ウェブサイト（http://www.spr.gov.my/）などをもとに作成。

（注）	 1）�サバ州ではPAS候補，PKR（Keadilan）候補がUMNO候補を破った事例
はない。またUMNOは，サラワク州では候補を立てていない。

	 2） �1999年選挙はクアラルンプールのみ。2004年選挙、2008年選挙はプト
ラジャヤを含む。

	 3） �クランタン州議会，トレンガヌ州議会，スランゴール州議会の選挙でPAS
候補がMCA候補を破った事例あり（各１）。

	 4） ジョホール州議会選挙において無投票で１議席獲得。
	 5） �下院選挙（スランゴール州）とペラ州議会選挙でPAS候補がMIC候補を破っ

た事例あり（各１）。クランタン州議会選挙では無投票で１議席獲得。
	 6） ペナン州議会選挙でUMNO候補を破ったPKR候補のうち１人は華人。
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を
行
う
有
権
者
が
減
っ
た
の
で
あ
る
。

　

図
２
は
、
一
九
八
六
年
以
降
の
六
回
の
総
選
挙
に
お
け
る
、
国
民
戦
線
候
補

の
得
票
率
と
選
挙
区
の
マ
レ
ー
人
有
権
者
比
率
の
関
係
を
、
下
院
選
挙
と
州
議

会
選
挙
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
推
計
し
て
重
ね
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
四
年
総
選
挙
ま
で
は
、
国
民
戦
線
は
ノ
ン
・
マ
レ
ー
有
権
者
が
多
数
の

選
挙
区
で
は
州
議
会
選
挙
で
下
院
選
挙
よ
り
も
高
い
得
票
率
を
得
る
傾
向
が

あ
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
今
回
の
選
挙
で
も
完
全
に
は
失
わ
れ
て
い
な
い
が
、
得

票
率
の
差
は
か
な
り
小
さ
く
な
っ
た
。

　

ノ
ン
・
マ
レ
ー
有
権
者
が
下
院
選
と
州
議
会
選
で
投
票
先
を
変
え
て
い
た
の

は
、
中
央
政
治
と
地
方
政
治
の
性
質
の
差
異
を
認
識
し
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
。

新
経
済
政
策（
い
わ
ゆ
る
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
）や
教
育
政
策
、宗
教
政
策
と
い
っ

た
民
族
的
利
害
に
深
く
か
か
わ
る
政
策
の
多
く
は
国
家
レ
ベ
ル
の
問
題
で
あ
り
、

連
邦
政
府
主
導
で
政
策
が
策
定
さ
れ
連
邦
議
会
で
討
議
さ
れ
る
。
一
方
、
州
政

府
と
地
方
自
治
体
は
土
地
利
用
や
ビ
ジ
ネ
ス
関
連
の
認
可
、
生
活
道
路
の
整
備

な
ど
、
市
民
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
事
柄
を
司
っ
て
い
る
。
州
議
会
議
員
と
与

党
の
党
支
部
は
、
こ
れ
ら
の
案
件
に
影
響
力
を
持
ち
、
市
民
に
と
っ
て
は
重
要

な
陳
情
先
で
あ
る
。
中
央
政
界
に
は
民
族
利
益
の
代
弁
者
を
、
地
方
レ
ベ
ル
で

は
生
活
に
密
着
し
た
行
政
問
題
で
影
響
力
を
行
使
で
き
る
代
表
者
を
望
む
、
と

い
う
有
権
者
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
今
回
、
州
議

会
選
挙
に
お
い
て
も
下
院
選
挙
と
ほ
ぼ
同
等
の
水
準
ま
で
与
党
支
持
率
が
下
落

し
た
と
い
う
こ
と
は
、
ノ
ン
・
マ
レ
ー
有
権
者
の
間
で
国
家
レ
ベ
ル
の
問
題
へ

の
関
心
が
地
方
レ
ベ
ル
の
問
題
へ
の
関
心
を
上
回
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

●
な
ぜ
華
人
、イ
ン
ド
人
有
権
者
は
与
党
を
見
限
っ
た
の
か
？

　

こ
こ
ま
で
の
選
挙
関
連
デ
ー
タ
の
整
理
・
分
析
か
ら
、
華
人
、
イ
ン
ド
人
有

権
者
の
国
家
レ
ベ
ル
の
問
題
に
関
す
る
不
満
が
国
民
戦
線
の
歴
史
的
敗
北
の
大

き
な
要
因
に
な
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
果
た
し
て
こ
の
推
察
は
妥
当
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、仮
に
妥
当
だ
と
す
れ
ば
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
ノ
ン・マ
レ
ー

有
権
者
の
不
興
を
買
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
二
つ
の
問
い
に
応
え
る
に
は
、
本
来
な
ら
大
規
模
な
聞
き
取

り
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
十
分
な
規
模

の
出
口
調
査
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
二
つ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
を

厳
密
な
か
た
ち
で
検
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
以
降
で
は
、

ノ
ン
・
マ
レ
ー
有
権
者
の
国
家
レ
ベ
ル
の
問
題
に
関
す
る
不
満
が
与

党
敗
北
を
招
い
た
と
い
う
推
論
が
正
し
い
と
仮
定
し
た
う
え
で
、
不

満
が
高
ま
っ
た
原
因
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
推
論
を
重
ね
た
い
。

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
華
人
・
イ
ン
ド
人
の
与
党
支
持
率
と
マ
レ
ー

人
の
そ
れ
と
の
間
に
大
き
な
乖
離
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、
新

経
済
政
策
に
対
す
る
不
満
が
高
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
確
か
に
、
政
府
調
達
の
六
〇
％
を
ブ
ミ
プ
ト
ラ
企
業

に
発
注
す
る
こ
と
を
決
め
る
な
ど
、
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
政
権
下
で
新
た
に

導
入
さ
れ
た
マ
レ
ー
人
優
遇
策
が
あ
る
。
だ
が
一
方
で
政
府
は
、
華

人
財
界
の
要
請
を
受
け
、
政
府
系
金
融
機
関
に
よ
る
小
規
模
事
業
主

図２　半島部州議会選挙と下院選挙における国民戦線候補得票率（y）と
　　　マレー人有権者比率（x）の関係� （1986年選挙～2008年選挙）

（出所）図１および参考文献①図４記載のデータをもとに作成。
（注）すべての回帰係数が１％水準で統計的に有意。
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に
対
す
る
小
口
融
資
ス
キ
ー
ム
を
導
入
す
る
な
ど
、
華
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
政
策
も
実
施
し
て
い
る
（
小
口
融
資
ス
キ
ー
ム
は
、
金
融
危
機
後
の
銀
行
再

編
で
華
人
系
銀
行
の
数
が
減
り
、
華
人
小
規
模
事
業
主
が
融
資
を
得
づ
ら
く

な
っ
た
こ
と
へ
の
対
策
）。
前
回
選
挙
か
ら
の
四
年
間
で
、
マ
レ
ー
人
優
遇
策

が
大
幅
に
強
化
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
政
治
家
や
識
者
は
、
経
済
状
況
が
華
人
有
権
者
の
投
票
行
動

を
強
く
規
定
し
て
い
る
と
し
ば
し
ば
発
言
す
る
。
二
〇
〇
七
年
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
率
は
六・三
％
、
イ
ン
フ
レ
率
は
二・〇
％
で
あ
り
、
選
挙
前
の
経
済
状
況

は
悪
く
な
か
っ
た
。
政
府
発
表
の
統
計
数
値
と
庶
民
の
景
況
感
に
は
乖
離
が
あ

る
と
い
わ
れ
る
が
、
金
融
危
機
の
打
撃
が
残
る
な
か
で
行
わ
れ
た
一
九
九
九
年

選
挙
の
頃
と
比
較
す
れ
ば
、
経
済
状
況
は
は
る
か
に
良
い
。

　

選
挙
後
の
報
道
で
は
、
汚
職
や
縁
故
主
義
へ
の
不
満
が
与
党
敗
北
の
一
因
と

し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
こ
の
四
年
間
で
急
激
に
悪
化
し
た
わ
け

で
は
な
い
。
ま
た
汚
職
へ
の
怒
り
か
ら
野
党
へ
投
票
す
る
有
権
者
が
多
か
っ
た

の
な
ら
、
マ
レ
ー
人
有
権
者
と
ノ
ン
・
マ
レ
ー
有
権
者
と
の
間
で
与
党
支
持
率

の
大
き
な
乖
離
が
生
じ
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
前
回
選
挙
か
ら
の
四
年
間
で
い
か
な
る
政
治
的
変
化
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
政
府
に
異
議
申
し
立
て
を
し
や
す
い
雰
囲
気
と
環
境
が
で

き
た
こ
と
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

ア
ブ
ド
ゥ
ラ
首
相
は
、
就
任
直
後
か
ら
政
治
の
開
放
性
（openness

）
を

高
め
る
必
要
性
を
主
張
し
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
政
権
よ
り
も
批
判
に
寛
容
で
、
世

論
に
敏
感
に
対
応
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
き
た
（
参
考
文
献
②
）。
具
体
的
に
は
、

立
法
過
程
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
だ
り
、
世
論
の
反
発
を
招

い
た
法
律
の
施
行
を
差
し
止
め
る
と
い
っ
た
こ
と
が
み
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
政

府
の
姿
勢
を
受
け
て
、
御
用
新
聞
と
揶
揄
さ
れ
る
『
ニ
ュ
ー
・
ス
ト
レ
イ
ツ
・

タ
イ
ム
ズ
』
で
す
ら
、
政
府
批
判
の
記
事
や
投
書
、
野
党
指
導
者
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
を
掲
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
方
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
、
政
治
的
主
張
を
発
信
・
受

信
す
る
の
が
き
わ
め
て
容
易
に
な
っ
た
。
独
立
系
ニ
ュ
ー
ス
・
サ
イ
ト
は
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
政
権
末
期
か
ら
存
在
す
る
が
、
近
年
で
は
、
政
府
へ
の
異
議
申
し
立

て
に
特
化
し
た
個
人
ブ
ロ
グ
が
人
気
の
的
と
な
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
③
）。

野
党
も
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。
野
党
指
導
者

が
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
登
場
す
る
機
会
は
少
な
い
が
、
ユ
ー
・
チ
ュ
ー
ブ
に

ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
彼
ら
の
演
説
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
政
治
的
環

境
と
情
報
環
境
の
変
化
が
有
権
者
の
意
識
の
変
化
を
促
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
す
な
わ
ち
、
前
回
選
挙
か
ら
の
四
年
間
に
政
府
が
と
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン

に
対
す
る
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
与
党
離
れ
が
進
ん
だ
と
い
う
よ
り
も
、
以
前

か
ら
感
じ
て
い
た
不
満
を
改
め
て
認
識
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
へ
の
異
議

申
し
立
て
と
し
て
野
党
へ
の
投
票
を
選
択
し
た
有
権
者
が
多
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

市
民
の
政
治
参
加
が
拡
大
す
る
な
か
で
、
こ
こ
数
年
、
宗
教
問
題
や
民
族
問

題
が
し
ば
し
ば
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
、
昨
年
一
一
月
に

発
生
し
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
人
権
行
動
戦
線
（
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｆ
）
に
よ
る
デ
モ
で

あ
る
。
海
外
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｆ
が
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
三
兆
ド

ル
の
賠
償
金
支
払
い
を
求
め
て
訴
訟
を
起
こ
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
が
、
彼

ら
の
中
心
的
な
主
張
は
、
イ
ン
ド
系
市
民
を
マ
レ
ー
人
同
様
に
優
遇
せ
よ
、
と

い
う
も
の
で
あ
る
（
参
考
文
献
④
）。
こ
れ
ら
の
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
、
長

ら
く
続
い
て
き
た
国
の
あ
り
方
や
新
経
済
政
策
に
改
め
て
疑
念
を
も
ち
憤
り
を

感
じ
た
市
民
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
に
違
い
な
い
。

●
逆
転
し
た
政
党
と
市
民
の
関
係

　

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
マ
レ
ー
人
の
言
語
と
宗
教
が
国
語
、
国
教
と
さ
れ
、
憲

法
は
ブ
ミ
プ
ト
ラ
に
「
特
別
な
地
位
」
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
一
九
七
一
年
に

新
経
済
政
策
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
す
で
に
四
〇
年
近
く
が
経
つ
。
こ
う
し
た
国

家
の
あ
り
方
と
基
本
政
策
の
是
非
は
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
重
要
な
政
治
的
争

点
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
際
、
論
争
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
握
っ
て
い
た
の
は
、

与
野
党
の
政
治
家
と
規
模
の
大
き
な
利
益
団
体
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
選
挙
で
、
新
経
済
政
策
の
緩
和
・
撤
廃
あ
る
い
は
強
化
、
イ
ス
ラ
ー

ム
化
政
策
の
緩
和
あ
る
い
は
強
化
と
い
っ
た
、
民
族
問
題
、
宗
教
問
題
に
力
点

を
お
い
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
政
党
は
な
か
っ
た
。
野
党
側
は
、

一
九
九
九
年
総
選
挙
の
と
き
の
よ
う
な
具
体
性
の
あ
る
統
一
公
約
の
策
定
ま
で

に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
緩
や
か
な
協
力
体
制
を
築
い
て
候
補
者
調
整
を
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行
っ
た
。
そ
の
た
め
、
Ｄ
Ａ
Ｐ
も
Ｐ
Ａ
Ｓ
も
、
民
族
色
、
宗
教
色
の
薄
い
穏
当

な
公
約
を
掲
げ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
投
票
日
に
ノ
ン
・
マ
レ
ー
有
権
者
の
不
満
が

噴
出
し
た
。
華
人
、
イ
ン
ド
人
社
会
に
お
い
て
は
、
既
存
の
政
党
や
利
益
団
体

が
争
点
形
成
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
握
り
、
一
方
的
に
市
民
を
リ
ー
ド
す
る
時

代
は
終
わ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

政
党
が
争
点
形
成
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
握
っ
て
い
る
状
態
で
あ
れ
ば
、
具

体
的
に
何
が
問
題
な
の
か
は
比
較
的
明
解
で
あ
る
。
政
府
に
と
っ
て
も
対
策
を

立
て
や
す
い
。
し
か
し
今
回
の
選
挙
結
果
を
受
け
て
、
い
か
な
る
政
策
を
打
ち

出
せ
ば
支
持
を
最
大
化
で
き
る
の
か
現
時
点
で
熟
知
し
て
い
る
政
党
は
な
い
だ

ろ
う
。
与
野
党
と
も
に
、
改
め
て
有
権
者
の
意
向
の
把
握
に
努
め
た
う
え
で
、

今
後
の
戦
略
を
練
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

●
先
行
き
不
透
明
な
時
代
の
幕
開
け

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
選
挙
後
に
主
要
三
野
党
は
、
人
民
連
盟
を
名
乗
り
関
係

を
強
化
し
て
い
る
。
三
党
は
、
将
来
中
央
政
権
を
獲
得
し
た
暁
に
は
Ｐ
Ｋ
Ｒ
の

ア
ン
ワ
ー
ル
顧
問
を
首
相
と
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
そ
の
ア
ン
ワ
ー
ル
は
、

政
権
獲
得
の
折
に
は
新
経
済
政
策
を
廃
し
、
民
族
に
か
か
わ
ら
ず
低
所
得
層
を

支
援
す
る
政
策
を
実
施
す
る
と
発
言
し
た
。
民
族
に
こ
だ
わ
ら
な
い
再
分
配
政

策
へ
の
転
換
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
華
人
与
野
党
が
強
く
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
の
ア
ン
ワ
ー
ル
は
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
青
年
部
長
と
し
て
華
人
政
党
を
批
判
す
る

側
の
急
先
鋒
で
あ
っ
た
。
ア
ン
ワ
ー
ル
の
「
転
向
」
を
歓
迎
し
、
今
後
に
期
待

す
る
ノ
ン
・
マ
レ
ー
有
権
者
は
多
い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
ア
ン
ワ
ー
ル
が
、
現
在
の
ス
タ
ン
ス
を
い
つ
ま
で
も
続
け
る
と
い
う

保
証
は
な
い
。
彼
が
政
権
を
握
る
た
め
に
は
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
支
持
を
増
や
す

こ
と
が
不
可
欠
だ
か
ら
だ
。
多
く
の
ブ
ミ
プ
ト
ラ
が
優
遇
政
策
の
継
続
を
望
ん

で
い
る
と
し
た
ら
、
華
人
と
イ
ン
ド
人
の
支
持
を
つ
な
ぎ
止
め
る
こ
と
だ
け
に

汲
々
と
し
て
い
て
は
下
院
の
過
半
数
を
制
す
る
の
は
ま
ず
無
理
で
あ
る
。
現
時

点
で
は
、
ア
ン
ワ
ー
ル
が
「
再
転
向
」
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　

国
民
戦
線
に
と
っ
て
は
、
ノ
ン
・
マ
レ
ー
政
党
か
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
か
を
問
わ
ず
、

華
人
・
イ
ン
ド
人
有
権
者
の
支
持
を
回
復
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
も
し
そ
れ
が
き
わ
め
て
困
難
な
の
で
あ
れ
ば
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
に
は
、

一
九
七
〇
年
代
初
頭
に
実
際
に
や
っ
た
よ
う
に
、
Ｐ
Ａ
Ｓ
を
与
党
連
合
に
引
き

込
ん
で
政
権
を
安
定
さ
せ
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
。
選
挙
後
に
Ｐ
Ａ
Ｓ
幹
部

か
ら
、
新
経
済
政
策
は
今
後
も
必
要
だ
と
す
る
発
言
が
出
て
お
り
、
早
く
も
人

民
連
盟
内
の
足
並
み
の
乱
れ
が
露
呈
し
て
い
る
。
未
曾
有
の
選
挙
結
果
を
受
け

て
、
各
党
が
従
来
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
行
動
を
取
り
始
め
て
も
不

思
議
で
は
な
い
。

　

今
回
の
敗
北
に
よ
っ
て
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
内
で
は
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
首
相
の
早
期
退
陣

を
求
め
る
声
が
出
て
い
る
。
四
月
末
現
在
、
首
相
の
早
急
な
辞
任
を
求
め
る
動

き
は
大
き
く
な
っ
て
い
な
い
が
、
な
お
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
。
し
か

し
、
首
相
が
い
つ
交
代
す
る
か
は
さ
ほ
ど
重
要
な
問
題
で
は
な
い
。
今
回
の
選

挙
で
の
激
震
を
受
け
て
、
長
ら
く
当
た
り
前
と
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
、
も

は
や
当
た
り
前
で
は
な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
首
相
交
代
な
ど
よ
り
は
る
か

に
大
規
模
な
政
治
変
動
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
政
治
は
、
長

き
に
わ
た
る
安
定
の
時
代
か
ら
先
行
き
の
不
透
明
な
時
代
に
入
っ
た
よ
う
に
み

え
る
。（

な
か
む
ら　

ま
さ
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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